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は
じ
め
に

近
年
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る「
国
際
化
」

が
進
む
中
で
公
衆
衛
生
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
公
衆
衛
生
の
現
場
の
最

前
線
に
位
置
す
る
保
健
所
も
社
会
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
常
に
住
民
目
線

に
立
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
保

健
所
長
会
で
は
、
毎
年
全
国
の
保
健
所

長
か
ら
意
見
を
集
約
し
、
国
に
対
し
て

「
保
健
所
行
政
の
施
策
及
び
予
算
に
関

す
る
要
望
書
」（
以
下
、「
要
望
書
」と
い

う
）を
提
出
し
て
い
ま
す
。
要
望
は
重

点
要
望
と
一
般
要
望
か
ら
な
っ
て
お

り
、
重
点
要
望
に
は
そ
の
時
々
で
全
国

保
健
所
長
会
と
し
て
特
に
重
要
と
考
え

る
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
誌
面

も
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
稿
で
は

と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
公
衆
衛
生
若

手
医
師
・
医
学
生
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
P
H
S
S
）」や
全
国
保
健
所
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、

医
学
部
学
生
や
研
修
医
、
関
係
学
会
へ

の
広
報
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
は
、
国
と
地

方
自
治
体
が
協
働
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
解
決
し
な
い
問
題
で
あ
り
、
今
回
の

要
望
書
に
お
い
て
も
厚
生
労
働
省
の
医

系
技
官
募
集
の
広
報
活
動
の
中
に
地
方

自
治
体
の
保
健
所
勤
務
等
を
紹
介
す
る

な
ど
、
公
衆
衛
生
医
師
全
体
の
確
保
を

目
指
し
た
広
報
活
動
の
取
り
組
み
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
が
保
健
所
を
持
つ
す
べ
て

の
地
方
自
治
体
に
対
し
、「
地
方
自
治
体

に
お
け
る
公
衆
衛
生
医
師
職
員
の
確
保

と
育
成
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等

を
基
に
、
公
衆
衛
生
医
師
採
用
計
画
の

基
本
的
な
指
針
な
ど
を
示
し
、
具
体
的

な
公
衆
衛
生
医
師
確
保
お
よ
び
育
成
策

を
加
速
す
る
こ
と
も
要
望
し
て
い
ま

す
。社

会
医
学
系
専
門
医
専
攻
医
に
つ
い

て
は
平
成
29
年
4
月
か
ら
登
録
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
医
学
系
専
門
医

は
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
多
様
な
集
団
、
環
境
、
社
会
シ
ス

テ
ム
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
と
し

て
、
人
々
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、
傷

病
の
予
防
、
リ
ス
ク
管
理
や
社
会
制
度

に
関
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
専
門
医
で
あ
り
、
国
と
し
て
も
公
衆

衛
生
医
師
の
社
会
的
認
知
と
専
門
性
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
社
会
医
学

系
専
門
医
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。以

上
を
ま
と
め
て
、
⑴
厚
生
労
働
省

と
地
方
自
治
体
の
協
働
に
よ
る
公
衆
衛

生
医
師
確
保　

⑵
公
衆
衛
生
医
師
の
採

用
計
画
策
定
の
支
援　

⑶
社
会
医
学
系

特
に
本
年
度
の
要
望
の
う
ち
、
重
点
要

望
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
重
点
要
望
と
し
て
、
①
公

衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
社
会
医
学
系
専

門
医
の
活
用　

②
災
害
時
健
康
危
機
管

理
支
援
チ
ー
ム（
D
H
E
A
T
）の
育
成

と
災
害
時
健
康
危
機
管
理
に
お
け
る
支

援
及
び
受
援
体
制
の
強
化　

③
国
際
化

に
対
応
す
る
た
め
の
保
健
所
機
能
の
充

実
強
化　

④
受
動
喫
煙
対
策
の
強
化
―

の
4
分
野
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

【
重
点
要
望
】

①�

公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
社
会
医
学

系
専
門
医
の
活
用

現
在
、
全
国
的
に
公
衆
衛
生
医
師
不

足
は
深
刻
で
す
。
保
健
所
長
が
兼
務
と

な
っ
て
い
る
保
健
所
も
数
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
全
国
保
健
所
長
会
で

は
公
衆
衛
生
医
師
確
保
と
育
成
に
関
し

て
、
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
の
一
環

専
門
医
制
度
の
活
用
―
の
大
き
く
３

項
目
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

②�

災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム

（
D
H
E
A
T
）の
育
成
と
災
害
時
健

康
危
機
管
理
に
お
け
る
支
援
及
び
受

援
体
制
の
強
化

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
複
合
的
な
災

害
や
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
大
規
模
自

然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
地
域
住

民
の
み
な
ら
ず
、
保
健
所
自
体
や
保
健

所
職
員
も
被
災
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
D
H
E
A
T
は
災
害
時
健
康
危

機
管
理
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
た
公
衆

衛
生
の
専
門
家
チ
ー
ム
で
あ
り
、
大
規

模
災
害
時
に
被
災
地
に
入
り
、
現
地
の

保
健
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

今
後
も
大
規
模
災
害
等
が
起
こ
る
こ

と
を
想
定
し
、
D
H
E
A
T
が
活
動

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
実
働
を
意
識
し

た
研
修
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
D
H
E

A
T
研
修
に
つ
い
て
は
す
で
に
国
立

保
健
医
療
科
学
院
で
の
研
修
、
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
の
研
修
、
各
都
道
府
県

で
の
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
の
研
修
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充

実
強
化
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

「
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー

ム
活
動
要
領
に
つ
い
て
」（
健
健
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
災
害
時
健
康
危
機
管

理
支
援
チ
ー
ム（
D
H
E
A
T
）の
役
割

分
担
と
連
携
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
る

こ
と
も
重
要
で
す
の
で
、
こ
の
点
も
要

望
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
、
①

D
H
E
A
T
研
修
の
充
実
強
化　

②

D
H
E
A
T
の
広
域
訓
練
の
充
実　

③
保
健
衛
生
職
員
応
援
調
整
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
の
た
め
の
支
援　

④
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
強
化
に
つ

い
て
の
検
討
―
の
４
項
目
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

③�

国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
の
保
健
所

機
能
の
充
実
強
化

最
近
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
関
す
る
報
道

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ボ

ラ
出
血
熱
等
国
際
感
染
症
は
常
に
国
内

に
入
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

そ
の
対
策
を
万
全
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
感
染
症
発
生
時
は
保
健
所

の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
保
健
所
医

師
や
保
健
師
等
の
役
割
が
重
要
と
な
る

た
め
、研
修
等
人
材
育
成
は
重
要
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
国
の
積
極
的
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
今
年
度
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
所
の
重
症
感
染
症
患
者

の
搬
送
体
制
の
整
備
に
関
し
て
、
体
制

0
3
2
0
第
１
号
平
成
30
年
3
月
20

日
）が
国
よ
り
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
活
動
要
領
の
中
で
都
道
府
県
、
指
定

都
市
お
よ
び
指
定
都
市
以
外
の
保
健
所

設
置
市
お
よ
び
特
別
区
に
対
し
D
H

E
A
T
の
応
援
派
遣
に
備
え
て
「
保
健

衛
生
職
員
応
援
調
整
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮

称
）」の
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
各
自
治
体
に
お
い
て
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
各
自
治
体
間
で
内
容
を
標
準
化
す

る
た
め
の
手
引
き
の
作
成
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
師
や
医
療
チ
ー
ム
が
集

め
た
情
報
を
市
町
村
保
健
衛
生
部
局
や

保
健
所
に
集
約
し
て
効
率
的
に
整
理
・

分
析
を
行
う
た
め
、
I
C
T
等
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
も
支

援
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時
に
備
え
、
地
域
に

お
い
て
都
道
府
県
の
派
遣
調
整
本
部
か

ら
派
遣
さ
れ
た
医
療
チ
ー
ム
や
自
主
的

に
集
合
し
た
医
療
チ
ー
ム
を
配
置
調
整

す
る
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
が

十
分
に
発
揮
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

お
く
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
地
域
の
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
る
人
材
育
成
が
重
要
で

す
。
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
研
修

を
受
講
し
や
す
い
環
境
が
必
要
で
あ

り
、
研
修
定
員
を
増
や
す
こ
と
を
要
望

整
備
に
は
課
題
が
多
く
、
国
と
し
て
も

重
症
の
感
染
症
患
者
の
搬
送
体
制
が
実

効
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
総
務
省
に
対
す
る

協
力
の
要
請
や
技
術
的
、
財
政
支
援
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

高
ま
ん
延
国
か
ら
の
入
国
例
や
長
期

滞
在
者
が
増
加
す
る
に
従
い
、
国
内
で

の
高
ま
ん
延
国
出
身
者
の
結
核
に
対
す

る
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

に
お
い
て
は
結
核
高
ま
ん
延
国
出
身
者

の
入
国
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す

る
方
向
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
（
平

成
30
年
2
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
9

回
厚
生
科
学
審
議
会
結
核
部
会
資
料
2

を
参
照
の
こ
と
）、
一
方
で
高
ま
ん
延

国
か
ら
の
長
期
滞
在
者
を
対
象
と
し
て

入
国
後
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
地
域

で
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
患
者
が
結
核
治
療
途
中
で
帰

国
す
る
場
合
、
帰
国
後
も
治
療
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
帰
国
先

の
結
核
対
策
担
当
部
署
に
伝
達
で
き
る

仕
組
み
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。さ

ら
に
、
保
健
所
業
務
に
つ
い
て
、

希
少
言
語
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
感
染
症
や
精
神
疾
患
の
患
者
に
正

確
な
説
明
等
が
困
難
な
状
況
も
あ
る
こ

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り
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福
島
県
い
わ
き
市
保
健
所
長（
全
国
保
健
所
長
会
渉
外
担
当
常
務
理
事
）

新
家 

利
一

平
成
31
年
度「
保
健
所
行
政
の
施
策
及
び

予
算
に
関
す
る
要
望
書
」に
つ
い
て


